
北海道深川西高等学校校歌 
１．源遠き石狩の 

  久遠の流れ涯もなき 

  原始の森の黎明に 

  土地墾闢の鍬とりて 

  営々ここに幾星霜 

  拓けし沃野渺々と 

北斗の象徴戴きて 

巌と立ちたる吾が母校 

 

 

 

 

 

３．芽生なる森に盤石の 

  老松の下佇むめば 

  先人の心ほのぼのと 

  我等が胸に通い来る 

  赤き夕陽の燃ゆるとき 

  意気高らかに手をとりて 

若人の歌謳いつつ 

吾が行く道をいざ行かん 

 

作詞 竹 内  晃  

 作曲 佐々木  昭  

 

 

 

 

２．イルムの嶺に雲立ちて 

  ポプラ並木の緑波 

  青田をわたる鐘の音に 

  学びの窓は明け暮れて 

  清らに澄める池の辺に 

   やよ映してん吾が心 

  正義に白き白樺は 

  自由の空にそそり立つ 

 

 

 

 

４．ああ幾百の同胞は 

北なる空知追い立ちて 

  高き理想の息吹もて 

   真理の淵に集い来る 

  学びの道は永遠の 

  吾が友がきの絆とて 

  天の極みの果てるなき 

  地の果て迄も遠からん 

 


